




プロトコールに基づいて 6歳になる極小未熟児の新生児期の経過、家庭の背景、神経学的

診察、知能テストを行ったところ表 1 のようになった。6 歳時の身体計測値は標準であっ

た。発達歴ではおむつが取れるのが 3歳を過ぎてからのものが 8名中 5名に見られた。

収入は年収 800 万以下のものが多かった。学歴は高卒のものが多く、大学卒のものは両親

16 名中 1名しか見られなかった。

片足立ちは 20 秒以上出来るものは 2名しかいなかった。

WISC-R では VIQ と PIQ の差が 20 秒以上あるものが 2 名見られた。構音障害と発達性言語

障害が 1名ずつ、視空間認知障害が 2名に見られた。


